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私たちにとって耳慣れない
「技監」というポストは、武蔵
野市としては初めてのポスト
ですが、行政における技術職
のトップとして国およびいく
つかの自治体にはすでに設け
られているポストです。井上
さんは、この３月まで都市整
備部長として武蔵野市のまち
づくりにご尽力されましたが、
この新しいポストに着かれた
ことにより、さらに広い視点
でまちづくりを含めたいろい
ろな課題に取り組んで行かれ
ることになります。
前市長の時には、基本的には
トップダウンでいろいろなこ
とが進められていましたが、
現市長となって話し合ったう
えで進めるというかたちに
なってきました。まだ、横の
連携がうまくいっていないの
が現状で、ある意味で言って
転換期ということができそう
ですが、この現状を打開する
ために導入されたのが「技監」
制度といってもいいようです。

まちづくり懇談会を開催しましたまちづくり懇談会を開催しましたまちづくり懇談会を開催しましたまちづくり懇談会を開催しましたまちづくり懇談会を開催しました

井上さんは、昭和４２年に入
庁し、建設部用地課で吉祥寺
駅周辺の整備に携わったあと、
下水道、ゴミの最終処分場の
計画、道路管理などを経て、
開発指導課で西久保二・三丁
目地区のまちづくりや中高層
建築物の規制に関わる指導要
綱を担当され、組織改編に
伴ってできたまちづくり推進
課の課長となり、都市マス
タープランの作成・用途地域
の見直しなどを初めとして私
たちの活動に密接した仕事を
推進されてきました、その後、
都市整備部長として総合的に
まちづくりに関わってきたこ
とは私たちもよく知るところ
です。
ご自身では、ゴミの最終処分
場の計画に携わったことによ
り、周辺各市を含めた他市と
の協働を行えたこと、外側か
ら武蔵野市を見ることができ
たことが、その後の仕事に大
きな影響があったようだとい
うお話しがありました。

市としての新たなポストに就
かれたこの時期に、今までの
まちづくりの経験を踏まえて
これからの武蔵野市のまちづ
くりについてのお話を伺うこ
とは、私たちの活動にとって
も、今後の市民によるまちづ
くりを考える上でも有意義な
ことであろうと今回の講演を
お願いしました。

井上さんの講演は、この春に
まとめられた「第四期長期計
画・調整計画」に沿いながら、
これからの武蔵野市のまちづ
くりについて、自らの経験を
踏まえて、今後の問題点など
を具体的にのべられたもので
した。
この調整計画では、「武蔵野市

5 月 1 6 日の「市民まちづくり会議・むさしの」第７回総会に
引き続き、武蔵野市企画政策室井上良一技監をお迎えして、
まちづくり懇談会を行いました。
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     会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中会員募集中
『市民まちづくり会議・む
さしの』は、だれでも入会
できます。お問い合わせ

は本会事務局へどうぞ

が本格的な成熟期に入った
という認識」「リスク回避や
持続可能性の視点の重要性」
「２１世紀における新たな都
市像の想像：という３つの
基本的な考え方を踏まえ、
８つの重点課題、さらに
「健康・福祉」「子ども・教
育」「緑・環境・市民生活」
「都市基盤」「行・財政」の
５つの分野において、さま
ざまな施策や事業について
まとめられています。

８つの重点課題
１．「支えられ感」を生み出
す地域福祉
２．武蔵野プレイス（仮称）
の開館を契機とした新たな
市民文化の創造
３．進化するコミュニティ
の創造
４．市民協働の展開と情報
の共有
５．深刻化する環境問題に
対する積極的な取組み
６．「まちづくり条例」によ
る課題への適切な対応と効
果的な運用
７．三駅前周辺の駐輪場
（自転車駐車場）の整備と走
行安全の確保
８．都市リニューアルを見
直す行財政への転換

昭和４６年の第一期長期計
画から「武蔵野方式」とし

て行われてきたものでありま
すが、今回は「市民が主役の
まちづくり」として五分野の
市民会議が構成されて進めら
れました。初めての経験で時
間はかかりましたが、いろい
ろな目で調整計画を見直すこ
とができたということが大き
かったようです。講演は、お
もに都市のリニューアル、ま
ちづくり条例に関することが
中心でしたが、いくつかのポ
イントに分けてそのお話しを
まとめました。

■都市基盤の見直し
まずは、上水道・下水道など
の都市基盤の見直しが重要な
問題となってきているという
指摘でした。武蔵野市の上水
道は 7 0％を地下水から、3 0％
は都水を使用しているという
現状です。羽村・昭島などは
1 0 0 ％地下水でまかなっている
ことから、本市を含め一元化
をしてこなかったという現状
があります。また、本市では
管路の耐震化、再整備などに
約３００億円以上の予算が必
要となるということです。大
地震時の対応などを検討して
も、都水に頼っている 3 0 ％分
の確保の問題は充分考慮しな
ければならない問題で、その
ためにも、財政面等を含め広
い視点での議論が必要のよう
です、本市の下水道は、市内
に処理場や、河川が無いため、
都に最終処理をゆだねていま
すが、処理場の高度処理化に
伴い新たな処理場の建設を広
域で検討する必要があること
から、現在、調布飛行場跡地
等を含めた幾つかの計画の検
討が進められています。市負

担での幹線管路整備や他市内
の通過の問題など、解決しな
ければならない問題がまだま
だあります。下水道に関して
は、浸水対策も課題の一つで
す。そのためには雨水の浸透
処理の必要があります。市内
の小中学校のグランドの浸透
処理の促進も含めて、身近な
ところからの雨水の浸透を実
践していくということが求め
られています。

■ゴミ処理について
昭和 5 9 年に稼働を始めたク
リーンセンターは、今後 5 ～
1 0 年で建て替えの必要が出て
きます。迷惑施設であるゴミ
処理施設は用地の選定を含め
て広域的な検討が求められま
す。ゴミの量については、
7 0 0 g / 人が目標値ですが、現状
は 75 0 g / 人だとのことです。
実感としてなかなかわきませ
んが、あと 5 0 g / 人の減量が必
要のようです。まずは市民一
人一人ができることからとい
うことも言えるのではないか
と思います。

■駐輪場の整備・自転車利用
現在暫定的に空地を利用して
行っている「利用登録」と月
極の「有料駐輪場」の二つの
形態で対応しているが、駅利
用者に対するサービスという
ことでいわゆる市民に対する
優先枠というものが従来はあ
りませんでしたが、その優先
枠の設定をしたということで
す。駐輪場については、鉄道
事業者・商店会等と協議を進
めていかなければならない項
目ですが、立体化が進められ
ている武蔵境駅周辺について
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は、高架下の利用の協議が進
められています。
自転車に関しては、駐輪の問
題だけでなく、マナーなども
含めて総合的な検討が求めら
れています。

■道路ネットワーク
外郭環状線（外環）は、高速
部分が大深度地下方式に都市
計画変更されましたが、地下
水などへの影響などの環境問
題や地震時等の安全性につい
ての課題がまだ残っています。
また、地上部の外環その２に
関しては、まだ計画として
残っているため、必要性の有
無から検討を進める必要があ
ります。なお、すでに地域 P I
が練馬や世田谷などでは始
まっています。
３．３．６号線については、
調布地区ではほぼ 1 0 0％、三
鷹・武蔵野地区では約 6 0 ％の
進捗ですが、玉川上水横断部
の検討など、まだ解決しなけ
ればならない問題は残ってい
ます。
道路ネットワークに関しては、
市内だけの問題ではなく、広
域的な連携が伴う問題ですの
で、これからも広い視点で市
民としての意見をまとめてい
く必要があります。

■三駅圏の整備
吉祥寺駅周辺については、グ
ランドデザイン委員会により
その方針が出されました。現
在、駅の南北連絡通路の整備
や駅舎の耐震改修、バリアフ
リー化などについて関係者に
より課題を整理し検討が進め
られています。また、地下利
用の問題についても費用対効

果等を含め平成２０年度に可
能性の検討が行われます。な
お、すでに商店街の荷さばき
実験なども行われています。
三鷹駅北口は中央線沿線で駅
前広場に緑がある唯一の駅で
あることから、駅からの緑の
連続性の確保等を含めた環境
の創出や商業の賑わい（活性
化）などまちづくりに寄与す
る１５項目がツインタワー計
画に反映されています。ただ
し、高さを含めた景観等の課
題があるのも事実です。現在
歩道に設置されている暫定駐
輪場はこの計画が完成すると
整備されます。
武蔵境駅周辺については、連
続立体化工事が平成２２年 3
月まで伸びてしまったことも
あり、南北一体化のまちづく
りはこれからというところで
す。地上部の仮線撤去、駅舎
や測道の整備、高架下の利用
などこれからの具体的な計画
が待たれます。駅南口に計画
されている「むさしのプレイ
ス」も平成２３年度開設予定
となっています。

■まちづくり条例
昨年８月の意見交換会、今年
２月のシンポジウムをへて、
ようやくまちづくり条例が見
えてきて、現在条文をまとめ
この条例に基づいて都市マス
の見直し、評価、検討を、毎
年というわけにはいかないけ
れど行っていくことになりま
す。
　まちづくり条例をまとめて
きた経緯に代表されるように
「市民が主役のまちづくり」を
推進していく上からも、市
民・行政・事業者等がさらに

連携していくことが必要と結
び、約４０分の講演はおわり
ました。

引き続き、質疑応答というこ
とで、参加者からの質問に答
えるかたちで討議を行いまし
た。

○まちづくり条例の条文の中
で毎年の見直しが難しいと
は？
→行政評価の必要性はもちろ
んであるが、現在でもすべて
の事業について毎年行ってい
るわけではない。ただ、１０
年というスパンは長すぎる。
見直しではなく改正というこ
とになってしまう。
市民参加方式は時間がかかる
し、行政と市民が協働して行
うやり方なので、市民もなれ
ていないが、市職員もなれて
いないというのが現状。コン
サルに任せるワークショップ
ではなく、市職員が積極的に
前に出るワークショップにな
るといいなとは思っているが、
これからの課題であろう。
職員との意見交換の中では、
「職員もまちにでて！」という
ことは言っているが、現状は
どのように出て行けばいいの
かがわからない、市民とのつ
きあい方がわからないという
のが現実であろう。「きっかけ
は経験がないとできない」と
言えるかもしれないが、その
経験が今後のまちづくりに生
かせるような効果となるので
あろう。
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○インフラの耐用年数を考え
ると、今後人口は減少する時
代に向かって問題を残してい
くのでは？
→公共施設についても、学校
の耐震改修はあと３年程度で
全校終わることになるが、今
後は、公会堂やコミセン等を
含めた公共施設やインフラの
整備は、これから税収が減っ
ていく可能性を考慮すると、
財政計画と整合した計画的な
建て替え等の検討が必要と
なってくる。

○地域の問題に関して、第三
者の専門家に相談したいこと
がある。そのためには、継続
的なアドバイザー派遣制度が
必要ではないか？
→まちづくり条例の中で地区
計画やまちづくり計画等の策
定に伴う支援制度は考えてい
る。
→住民の間のコーディネート
は、当該住民内の専門家では
なく、外部の専門家が必要で
あろう。それとともに、オ
フィシャルではない情報の共
有が必要であり、情報の開示
の方法と時期を検討する必要
がある。
→できれば、専門家のネット
ワークを組んで欲しい。この
会議などはまさにそのような
ものであろう。
→結局、行政も市民も力量が
求められ、その力量が必要と
されるということ。
→別の言い方をすれば、住民
側が力をつけなければいけな
いということ。そのためには、
基本的な勉強をする必要があ
るし、それには、行政の応援・
関心が必要。

最後は住民参加、行政と市民
の協働ということに関して活
発な議論が行われました。そ
の中で井上さんが発言され
た、行政職員への意見が印象
に残りました。職員が委託コ
ンサルに使われている状況が
多少見受けられる。委託した
コンサルに対して意見が言え
る職員になって欲しい。その
ためには専門性が求められ
る。専門知識の向上とともに
直接的な市民との関わりが必

要である。
　「職員は街に出て街をよく
知ろう！」
　ある枠組みの中での市民参
加ではなく、真の意味での市
民と行政との協働が進むよう
に、積極的な相互乗り入れが
必要であるということがわ
かってきて、これからの私た
ちの活動の意味を再確認する
ことができた討議であったと
思います。

　　　　　（高田典夫／中町）

まちづくり条例検討の状況まちづくり条例検討の状況まちづくり条例検討の状況まちづくり条例検討の状況まちづくり条例検討の状況
昨年の夏、条例検討委員会による中間報告の公表にあわせて
当会ではまちづくり条例の意見交換会を市内 3 か所で開催し、
多数の市民が参加しました。そこで得られたご意見も参考と
し、条例検討委員会は昨年 1 0 月に条例に関する提言を市長に
提出しました。その内容は 1 1 月のニュースでお伝えしました
が、ここではそれ以降の状況を報告します。

委員会の提言を受け、市では所
管のまちづくり推進課を中心に
条例の内容を検討してきまし
た。その結果は、条例骨子とし
て 2 月に公表されています。そ
の公表に合わせて、市はまちづ
くりシンポジウムを開催まし
た。会場のスイングホールは満
席となり、市長から条例制定の
ねらい、検討委員会の柳沢委員
長から条例の考え方などの報告
があり、パネスディスカッショ
ンでは、まちづくり条例の先行
都市から運用の経験、当会の清
本会長から条例への期待などが
紹介されて意見交換が行われま
した。
市では骨子に対するパブリックコメン
トを約3週間募集し、その意見に対す
る見解は市のホームページに掲載され
ています。従来、市民からの意見に対
する市の対応は分かりにくいことも多

かったですが、今回の見解は、意見
に対して一つ一つ丁寧に回答して
います。こういう対応は協働の基
礎である信頼関係にとって重要で
す。担当者はご苦労ですが、これか
らもこういう対応をしてほしいも
のです。
市の骨子は、検討委員会の提言と
は、必ずしも同じではありません。
（次ページ表を参照）
その違いについては、まちづくり
推進課から検討委員会委員に説明
がありました。市は提言を受けた
上で、他の法令との関係や技術的
あるいは実務的な観点から再検討
し、骨子を作成したとのことです。
政策的な判断もあったかもしれま
せん。個人的には納得しかねる変
更もありますが、パブリックコメ
ントを受けたこともあり、再度の
見直しがあることを期待していま
す。市では、現在、条例の文案と関
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係規則案を作成しており、今後、議会での審議を経て、条例が可決されれ
ば、来年4月から施行される予定とのことです。
（森　浩／当会副代表・元条例検討委員会委員）

　　委員会提言と条例骨子の差異　　委員会提言と条例骨子の差異　　委員会提言と条例骨子の差異　　委員会提言と条例骨子の差異　　委員会提言と条例骨子の差異（（（（（主主主主主なななななもももももののののの）））））

 項目 委員会提言 条例骨子案 提言を変更した理由 

（市から委員への説明、及びパブリッ

クコメントへの見解より） 

左記の変更に対する委員からの意見及び私見 

大規模な土地の売買に先立っ

て実施する市長から売主への

アドバイス 

市が考える土地利用

のあり方を売主に話

し、取引の参考にし

てもらう。アドバイ

スの内容は公表す

る。 

アドバイスはす

るが、内容は公表

しない。 

アドバイスの内容が公表されると、土

地の売買価格が下がり、売主の利益を

奪う可能性がある。 

1. 内容を公表するから健全なまちづくりを

誘導できる。 

2. 公表できない話を市長がするのは不適切。

市と売主が密約を交わすような印象を与

え、まちづくりに悪影響がある。 

まちづくり計画に関するまち

づくり委員会の役割 

市長からの諮問に応

じて助言するほか、

まちづくりに関する

重要な意見を市長に

言うことができる。 

市長からの諮問

に応じて助言す

るのみ。 

 

市長に意見を言う組織として都市計

画審議会があり、重複する。 

まちづくり委員会は仕事が多く、負荷

を少なくするため役割を少なくした

い。 

1. まちづくり委員会は、都市計画審議会とは

別の視点でまちづくりを検討する組織と

して設定されている。 

2. 条例の運用が適当でなかった場合に意見

を言える組織が必要。 

3. 自らの意見を発案できない組織に市民を

参加させるのは、市民との協働をめざす条

例の主旨に合わない。 

開発計画の再考 事業者が市との協議

を経て開発協議書を

提出した後でも、近

隣住民の 3分の 2以

上の署名があれば市

長は事業者に対し計

画の再考を求めるこ

とができる。 

事業者からの開

発協議書の提出

ではなく、市と事

業者の協定の締

結に変更。協定の

締結によって手

続きは終了する。 

協定を締結するまでに住民が出席す

る調整会を開催するため、住民の意見

は市と事業者の協定に反映される。 

市と事業者が協定を締結した後に改

めて市から修正を求めるのは難しい。 

１. 市長は計画の再考を求めることができる

が強制力はない。この仕組みを導入しても

事業者に特段の不利益を与えないのでは

ないか。 

２. 住民の意向を考慮して作成された協定の

締結後に3分の 2の署名が集まることはほ

とんどないのではないか。署名が集まるの

であればその開発には問題がある可能性

が高く、改めて計画の見直しを求めること

はあっても良い。 

３. 再考を求めることは義務ではなく、住民の

意向がまちづくり計画に適合しないと市

長が判断するならば求めなくてもよい。 
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佐原は、測量と地図作りで有
名な伊能忠敬が名主であった
まちです。市内には利根川の
支流である小野川が流れ、江
戸時代には舟運の拠点として
栄えました。市内には江戸時
代の店構えを残す建物や、酒
造り醤油造りなどの伝統産業
も残っています。
佐原には、江戸から様々な技
術が入ってきましたが、江戸
より良い技術を持ち、良いま
ちでありたいという意識、「江
戸優り（江戸まさり）」があり
ました。この歴史的価値観は、
品格のあるまちをつくるとい
う今日のまちづくりに生きて
います。
今回の研修は日曜日でしたが、
市役所の椎名さん、小林さん、
朝比奈さん、地元商店のおか
みさん会の平塚さん、まちづ
くりアドバイザーの大下さん
が、私たちのために集まって
くれました。
市役所で市民のまちづくり活
動を支援してきた椎名さんか
ら、市が地域の資産を生かし
てまちづくりに取り組んでき
た経緯と市民の取り組みの紹
介がありました。
・1 0 年位前までの市街地でも
ほとんど人が歩いていなかっ
たが活性化に向けて市民が議
論を重ねた。次第に地域にあ
るものを育もうという話に
なった。
・昔からの街並みを保存する

市民が大切にする地域の記憶　　市民が大切にする地域の記憶　　市民が大切にする地域の記憶　　市民が大切にする地域の記憶　　市民が大切にする地域の記憶　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バス研修報告バス研修報告バス研修報告バス研修報告バス研修報告

66666 月月月月月88888 日日日日日（（（（（日日日日日）））））、、、、、恒例のバス研修を行いました。恒例のバス研修を行いました。恒例のバス研修を行いました。恒例のバス研修を行いました。恒例のバス研修を行いました。今回は、今回は、今回は、今回は、今回は、まちづまちづまちづまちづまちづ
くりと協働をテーマに千葉県香取市佐原くりと協働をテーマに千葉県香取市佐原くりと協働をテーマに千葉県香取市佐原くりと協働をテーマに千葉県香取市佐原くりと協働をテーマに千葉県香取市佐原（（（（（旧旧旧旧旧・・・・・佐原市）佐原市）佐原市）佐原市）佐原市）を訪問を訪問を訪問を訪問を訪問
しました。しました。しました。しました。しました。

梅雨時期は天気が不安定であ
る。当日の天気予報は曇りの
ち雨、いつ雨が降り出すかと
心配しつつ、午前８時定刻に
三鷹駅北口から３２名を乗せ
たバスは目的地佐原へ向けて
出発した。今度の研修会テー
マは「まちづくりと協働（官
民の連携）」である。発車間も
なく主催者の挨拶があり、引
き続きコンダクターの南さん
から、視察行程の詳細説明が
行われた。ところが、当初予
定した水郷佐原水生植物園
“あやめ祭り”見物は中止する

高橋　龍太郎高橋　龍太郎高橋　龍太郎高橋　龍太郎高橋　龍太郎
　　　　　(  (  (  (  (  吉祥寺東町吉祥寺東町吉祥寺東町吉祥寺東町吉祥寺東町 ) ) ) ) )

「「「「「ここここここここここだだだだだけけけけけ･････今だけ今だけ今だけ今だけ今だけ・・・・・あなただけ」あなただけ」あなただけ」あなただけ」あなただけ」
     ～～～～～     第５回第５回第５回第５回第５回     まちづくり視察研修にまちづくり視察研修にまちづくり視察研修にまちづくり視察研修にまちづくり視察研修に

　　　　　　　　　　参加して～　　　　　　　　　　参加して～　　　　　　　　　　参加して～　　　　　　　　　　参加して～　　　　　　　　　　参加して～

こととなり条例を作った。さ
らに街並みが重要伝統的建造
物群保存地区に指定され、国
や県から補助を得られるよう
になった。その結果、今まで
1 3 0 棟が修景に取り組んでき
た。
・成田と近いことから外国人観光客
にも来てほしいということで国際交
流協会が通訳ボランティアを募り、
約25名が活躍している。
・市内の小野川を運航する船の会社
や、コミュニティバスの運営会社を
を市民からの出資も得て設立した。
・地域の人は、観光に取り組んでい
るという意識ではなく、地元が好き
でまちづくりに取り組んでいる。こ
れを市役所が観光として取り上げて
いる。

佐原おかみさん会の平塚さんから
は、まちぐるみ博物館とおかみさん
会の活動の紹介がありました。
・設立して3年で、現在は商店のお
かみさん22人の集まり。
・商店がそれぞれ実施していた昔か
らの家具や人形の展示を、みんなで
実施しようということにしたのがま
ちぐるみ博物館。
・見てもらうだけでなく、話をする
ことで交流が生まれている。
・共通のテーマで正月飾りを飾った
り獅子舞を行う。夏には明かりのイ
ベントとして小野川や香取街道に竹
やガラス瓶での明かりを灯す。
・これらの活動がマスコミでも取り
上げられ、参加する商店も増えてき
た。

おかみさん会を支援してきた大下さ
んから、おかみさんのがんばりと感
性が重要であること、おかみさんが
活躍することも江戸時代からの地域
の記憶、などのお話もありました。

日曜日にもかかわらず、当会のため
に集まっていただき、まちの案内も
していただいた皆様にお礼申し上げ
ます。
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当会では毎年、日帰りバス
視察旅行を企画しています。
今年も市の支援を受けて、
まちづくり視察を行う予定
です。訪ねてみたいまちが
あれば事務局まで推薦をお
願いします。

と言う、今年の菖蒲は寒さ続
きで開花時期が遅れまだ３分
咲き、見頃でないというのが
理由である。
今回研修に参加した私の動機
と目的は、①　N P O のメン
バーである中川さんから、こ
の催しを聞き誘われた事　②
北総の小江戸と称される町並
みの魅力と、６ｈ a の園内に
４００品種１５０万本が咲く
ハナショウブをカメラに納め
たいとの想いからである。残
念ながら、目的の一つが達成
不可となってしまった。自然
相手ではこれも仕方ない事だ
と諦めるしかない。
バスは高速道路を順調に走
行、予定より早く目的地へ到
着。佐原は江戸時代から昭和
初期にかけ水郷の商都として
栄えた土地、歴史的な軒並み
を今に残す町である。バスを
下車、全員が「町並み交流
館」へと移動する。午前第１
部会場では、市商工観光課小
林室長、市民活動推進課椎名
課長、アドバイザーの大下
茂さんが出迎え、「NPO 市民
まちづくり会議・むさしの」
の一行を歓迎、１時間貴重な
内容をプレゼンテーションを
頂いた。タイトルにはこの説
明で印象に残った言葉を用い
た。質疑応答の際、講師と偶

然私の目が合いとまどいを感
じたが、とっさに次の質問を
した ｢窓から見える電柱と電
線が景観を損なっていると感
じますが･ ･ ･何か対策は？｣
と。すると、この町は小野川
を挟んで、大きく新宿と本宿
地区に 2 分され、一方の地区
は電線を地下に埋め込み済
み、順次工事を進めるとの答
えだが、窓から見える電柱は
県道で市の管轄外。こんな所
にも行政の壁･ 縄張りがある
のかと改めて驚く。
ランチは、イギリス風のお
しゃれなガラス造りのガーデ
ンカフェ・サリで、庭を眺め
ながらエスニック料理を味わ
う。午後第２部は「佐原おか
みさん会｣ が、町全体を博物
館にする運動内容と活躍状況
を聞くプログラム。私はその
場を欠席、町を散策した。
　佐原は、国指定｢ 重要無形
民俗文化財｣ に指定された３
００年の伝統を誇る町。特に
年２回夏と秋行われる「江戸
まさりの佐原の大祭｣ は有名
で、佐原ばやしの音と共に勇
壮な山車を町中曳き回す。全
国から見物客が夏は３０万
人、秋４０万人が訪れるそう
だ。　
前日には「佐原の山車サミッ
ト｣(全国 山･鉾・屋台保存
会)  が行われ、町に現存する
２４台の山車が町を巡行し
た。訪れた当日も山車が２台
広場に置かれ、町中を曳き回
すというラッキーな場面を見
物出来た。２時からは 3 艘の
船に分乗、田植姿をした女船
頭の見事な竿さばきの船で水
郷情緒を満喫しながら利根川
べりまで往復した。女船頭は

近郊の水郷出身者で、ここへ
働きに来ている。昔は船を漕
いで農作業を行ったそうで、
嫁入りの際には船漕ぎが必須
科目だったと言う。今の悩み
は伝統を受け継ぐ後継者不足
と高齢化だそうである。帰路
のバス出発までの待ち時間を
利用して、各自買い物や市内
を散策。名物のごま油や漬
物、伝統の和菓子などお土産
に買う。私は「手作りの耳か
き作り職人」と出会う、雑談
中｢あやめ祭り｣（5/31 ～ 6/29）
が話題になり、彼が言うに
は、｢ あやめの開花が遅いの
は、水生植物園の管理責任者
が交代してからで、単に気温
の影響だけではない、管理不
十分だ｣ と言う。水郷佐原の
「あやめ祭り」は重要な観光
イベント、利根川の河原に咲
く自生のあやめと違い、水生
植物園は人の手で管理されて
いる植物群である。施肥や育
成管理に万全を尽くしている
のか？ 開花時期を守る努力
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 4/15 役員会/消費生活センター
 5/9  定例会「まちの動き」

　　　         /消費生活センター

 5/16 総会/消費生活センター

 5/20 まちづくり出前講座

　　「まちづくり条例」/高齢者総合センター

 5/29　役員会/西久保ｺﾐｾﾝ

 6/8　バス研修/ 千葉県香取市

 6/21 街並みｳｫﾁﾝｸ（゙第1回）

  同　NPO補助金ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくり
　　活動日誌　　活動日誌　　活動日誌　　活動日誌　　活動日誌

禁無断転載　　　転送可能禁無断転載　　　転送可能禁無断転載　　　転送可能禁無断転載　　　転送可能禁無断転載　　　転送可能

発行発行発行発行発行：：：：：     特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人

　　　　　　　　　　市民まちづくり会議市民まちづくり会議市民まちづくり会議市民まちづくり会議市民まちづくり会議     ・・・・・むさしのむさしのむさしのむさしのむさしの

事務局
FAX : 0422-66-3240
mail：matimati@parkcity.ne.jp

　

都道調布保谷線は、稲城市矢
野口から西東京市北町まで、
稲城、調布、三鷹、武蔵野、
西東京の５つの市を通過する
総延長１４．２ｋｍの南北幹
線道路です。
第一期工事区間となった調布
市部分では既に道路が一部完
成し供用されています。第二
期工事区間の西東京市の用地
買収率は８０％、第三期工事
区間となった武蔵野・三鷹地
区でも用地買収率が５０％を
越えたと言われています。
今回は主に武蔵野市内の道路
予定地を歩き、どこをどのよ
うな幅の道路が通るのかを実
感していただきます。その後、

調布保谷線をご存知ですか？調布保谷線をご存知ですか？調布保谷線をご存知ですか？調布保谷線をご存知ですか？調布保谷線をご存知ですか？

武蔵野赤十字病院の屋上から
道路予定地を鳥瞰的に眺める
など、ユニークな試みも入っ
ています。
最後に調布市の既に完成した
部分を見て、東京都の計画の
中味を知りましょう。

実施日時
２００８年６月２１日( 土)
　　9 時－ 1 3 時頃
　（途中参加、離脱可能）
参加費無料（バス、昼食各自負担）

市民のためのまちづくり検討プログラム市民のためのまちづくり検討プログラム市民のためのまちづくり検討プログラム市民のためのまちづくり検討プログラム市民のためのまちづくり検討プログラム 2 0 0 82 0 0 82 0 0 82 0 0 82 0 0 8

「「「「「街街街街街並並並並並みみみみみウウウウウォォォォォッッッッッチチチチチンンンンングググググ第第第第第 11111 回」回」回」回」回」

参加者募集参加者募集参加者募集参加者募集参加者募集

詳しくは事務局までメール、
F A X でお問い合わせくださ
い。

5 月 16 日（金）に平成 20 年
度総会を開催しました。提出
された３つの議案「１．平成
1 9 年度事業報告および決算
報告、２．役員等の選任（再
任）、３．平成 2 0 年度事業計
画及び収支予算」はいずれも
可決されました。
平成 2 0 年度は以下の事業を
実施します。
◎市民のためのまちづくり検
　討プログラム 2 0 0 8「街並
　みウォッチングの開催」
◎イースト吉祥寺デザインガ
　イドライン（継続）
◎バス研修：千葉県香取市佐
　原視察
◎まちづくり出前講座

◎ニュース「まち」の発行
◎武蔵野ＮＰＯ・市民活動
　ネットワークへの参画
◎くらしフェスタむさしの
　2008 への参加
◎会の案内チラシ、出前講
　座宣伝チラシの作成
◎境１丁目、３丁目、境南
　町１丁目コミュニティ拠
　点づくり活動への支援

これらの事業の詳細は、実
施が近づいたらホームペー
ジ等を通じてご案内します。
多くの方のご参加をお待ち
しております。

総会報告総会報告総会報告総会報告総会報告

をしたのか？　近郊から花を
見に訪れる多くの観光客に対
し、誠意を持って対応する意
識が有るのか？　等次々と疑
問点が沸くきっかけの言葉で
あった。一日がかりの研修会
は、帰路につくバスの中で全
員が感想を述べ、無事終了と
なった。
　第５回バス視察研修、私に
とっては「多くの出会いと発
見の場」であった。参加者を
代表し、お世話頂いた「N P O
市民まちづくり会議･ むさし
の」メンバーの皆様に心から
感謝とお礼を申し上げます。
今後の益々のご発展と次回以
降も素晴しいプランを期待し
ます。お世話になり有難うご
ざいました。


